EXPERIMENTAL STUDY ON COUPLING BEAMS WITH STEEL DAMPERS IN MID-SPAN - Coupling beam dampers with low yield point steel (Part 1) - by 熊谷 仁志 et al.













































































































試験体 スパン 鉄骨 埋込長 RC部寸法 (mm) Ld アンカー 主筋 せん断
Lo (せいをβとする) LI(tlm) 幅 b せいDc 長さLc D ボル ト 上下 補強筋
No.1 1000 BH-200×100×12×12 700 300 450 400 3.50 由美 (了 BDi2;ー 6-lO 4-D10@57先端は外周のみ2重巻 (共通)
No.2 416 2.08 6-DJ6
No.3 387 1.94 搬
No.4 BH-200×2暮0×12×l2 0 0 12-DI古
No.5 1375 BH-190×90×12×9 587.5 425 425 587.5 3.09 4蛙 it 6-D22 4-D1ー)@75先端 重巻叩0.5,6)先端 3壷巻(No_7)
No.6 572.5 3.01 無
表2 鋼材の力学的性質
LY225 SS400 SS400 SD345 SD490 US.I)785 LY225 SS400 SS400ウエアヾ他PL-l2 SD490八°ネ/レ フランン へしス アンカー 主筋22 せん断 ハ;ネA, フランシ'PL-9 主筋22
タ～ンハ`- ウエフ♪他 7Jレ-ト ホヾfvト 補強筋 タ'ンハ7-
PL-12 PL-l2 PL-16 l6 D10 PL-12
2ー9 287 281 446 537 861 】99 411 304 516




























大速度 250mm/see, 1/100を最大速度 500mm/sec､1/50を最大速
度 750mm/secレベル地震動における応答部材角に設定 した｡
R=1/100の繰 り返 し回数は 500mm/secレベル地震動入力時のダン
パー部材での吸収エネルギーを､R=1/100定振幅繰返しのみで消費
し得 る回数 として設定 した｡試験装置の制約から最大都制角は
R=1/20としたが,これは設計で考慮すべき部材角に比べて十分大
きなものであるr,シリーズ 2の実験では 1/33のサイクルを追加 し
て実施 した｡
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試験体 実 験 値 計 算 値
最 大 染端最大曲げ せん断補強筋 RC部最大 梁 端 RCS ダンパ一部
せん断力 モーメント 先端位置 せん断力 曲げ耐力*1 せん断耐力*2 せん断耐力
Qmn-(kN) M,a.Y(kN.m) Lj(mm) Qj,.,I.(kN) Mbu(kN.m) Qju(kN) Qp"(kN)
No.1 590 l 295 347 850 - 947 42】
No,2 593 ! 297 855 358
No.3 567 】 283 817 303
No.4 619 【 ∃lo - - -
No.5 590 L 406 538 754 404 1627 383

















































































(d.,/i.,)eq-(dw/lw 竺竺 - 式(4)
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RC部 No.5/20′3R=











tano アーチ機構の角度 (=Dtj2Lc,図 14参照)
b/:アーチ機構の有効幅 (=bl-1," bJはフランジ幅)
oTB:コンクリー ト圧縮強度
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計算 実験1 実験2 計算 実験1 実験2 計算 実験1 実隻莫2
図 15 アーチ機構とトラス機構の内訳
部せん断力からトラス機構の分粒を差し引いた残 りをアーチ機構の
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